























































校長として行った割には、 7 月 13 日に域津に










開校式は 10 月 5 目。地元の名士を集めて盛大に
行なわれましたけれども、この開校式のわずか
















































































（弘化 2 年）。 150 石取りですから田舎の弘前藩






















































てくるのは明治 34 年です。その後、明治 35 年か






























29 年 4 月に、京城（現在のソウル）に京城学堂
を開設しました。それから明治 32 年 5 月には全
羅北道の全州に三商学堂を設置しています。ちょ
うど笹森と真藤が朝鮮に渡る頃です。大日本海外

































































































































































文会の明治 31 年の「発会決議J では「支那を保
全す」とだけあって、朝鮮は入つてなかったんで
すが、翌 1899 年 11 月の「網領」には「支那及朝
鮮の改善を助成す」「支那及朝鮮の時事を討究し
実行を期す」「国論を喚起すJ と、突然に朝鮮が











るようになります。これは 1 期 3 年で第 5 期まで
11 年間にわたり、県費留学生を朝鮮に派遣しま
す。その第 1 期生で監督に当たったのが実は真藤























































































































































































































元号 西 ／ti 内 容 日本・世界の動向
弘化 2. 1.25 1845. 3. 3 弘前議御目付役笹森fil吉の子として弘前在府町に生まれる。 幕府、オランダに開国短絡
安政 4. 6. 4 1857. 724 父重吉死去。俄助、父の家禄 (150 石）を継ぎ‘小姓純となる。 米総領事ハリス、将軍に謁見
文久 3 1863 母ひき死去。 長州落、下関海峡の外国船攻繋
挺応、 3.11 1867.12 間山田授の国政改革意見を弘前務主に具申してffi-居を命ぜられ、家株 100 石を 朝廷、王政復古を宣百
削減される。後、明治維新の大赦lこより併される。 パリで革命。共和制宣言
明治 3. 9 1870. 9 弘前務庁において格少属担税係に任命される。 日清修好条規を調印
明治 4. 7.14 1871. 829 廃藩置県の詔容でる。弘前i別立弘前県となる。骨量助、弘前県の役人となる。 裕士族・平民の成業選択自由
今 4.12. 1 1872. 1.10 青森県庁の移転完了。同庁式挙行‘以後、俊助は大区制区長、学図係、地租改 佐賀の乱・台湾出兵
正掛等を歴任。
今 7. 320 1874 i昆助、県庁を辞し、西浜（鯵ヶ沢）において潤逝する。 参議大久保利通暗殺される
いわゆる 3新法制定
11.10.30 1878 中海経1部長に任命される。 金禄公債証容発行隙始
今 13. 1 。 良事研究のため、函館七震の農場に研究生を入場させる。
。 13. 6 。 背蕊県勧業課長長尾介一郎を伴って常盤野に歪旬、地野を調査。 北海道開拓使払い下げIHI短おこる
13. 7 今 大道寺繁鎖・芹川高正・菊池九郎らと迩暑の上、常盤野の土地拝借願いを青森 板垣退助、自由党を結党
県に銀Illする。
。 14. 6.17 1881 俊助、明治天皇の東北・北海道の御巡幸に際し、弘前方而への御巡幸を山県参議、
佐々木高行者E密院副議長らに請願。
。 14.11.25 , 弘前事件により中津軽郡長を辞任。 開拓使廃止。函館・札幌・根室＝l尽を置
<
ク 15. 2.18 1882 政府より農牧社起業拝借金 18.000 円貸与の指令出る。 伊藤博文、立慾帝政党結成
今 15. 3. I 今 民牧社の仮事務所を弘前本町 2丁目 34 番地の第五十九銀行内に！沼設する。 朝鮮息域で反日暴動（壬午事変）
今 15. 5.24 , 牒牧社開業。社長大道寺繁禎、副社長笹森俊助。 群馬事件・加波山事件・秩父事件等続発
φ17. 8 1884 家銭 6 人を弘前より常盤野に移転させる。
。 19. 1 1886 j足牧社の総会開催。役貝改選の結果、社長大道寺繁禎、副社長兼場長笹森俄助 北海道庁設置。函館・札幌・拠室ごー県廃
jlf任となる。 止
。 19. 4 'l ＊京牛乳光捌1115長店開設の件可決。
今 19.12 , 俄助、上京。 Jll尽芝の西応寺町 60 帯地に農牧社JI.{尽牛乳売倒出張店開設。 英国汽船ノルマントン号事件起きる
。 23.11.29 1890 i昆J!JJ、農牧社の総会において、本社の事業を中畑i舟人Jlliに託し、自ら 3 年Ill！束
京牛乳先捌出張店勤務を申し出て可決される。
。 24. 4. 5 1891 第 1 困帝国議会を傍聴。のち、傍聴を断つ。 ア 7 リカ分割に関する英米協議なる
多 24. 8 4シ 「貧旅行」実施。 4 月 5 日東jjl.出発。横浜より駿河丸に乗船し、伊勢に参続。のち、 保安条例により壮士 54 人東京退去処分
伊賀・大和・摂津・備前。芸州・福岡・熊本・鹿児島に至り、大隅の固に出て、
r= i 向の細島港より汽船で神戸にi度り、それより大阪・京都・名古屋を経て 6 月
13 目、東京帰着。この年、 f貧旅行之記j を密く。
φ25. 6. 5 1892 俄助、再度、農牧村あてに社長辞任の願い提出。中畑前八郎が社長となる。 ロシア皇太子、大津でS目撃される
（大津事件）
。 25. 6.22 • 千島探倹の件につき、政府の許可を得る。 第二回総選挙に際して選挙大干渉起きる
φ25. 6.24 φ 弘前を Ill発 L、同日軍結鱈減に采艦、千島探検lこ向かう。
。 25. 7. 5 。 ，［（鑑磐成、函館に入浴。河地にて千島諸島の資料劉査を行う。 「万朗報」刊
φ25. 8. 1 。 俊W1、鈴減に乗船。 l!Y.民主～線宝において調査を行う。
。 25. 8. 6 。 童書減、択捉島紗郎君Eの留別港に入港。儀助、同地の調査を行う。
φ25. 8.18 4シ 磐城、ホロモシリ島乙女港に入港。儀助、向地の調査を行う。
φ25. 8.28 φ 骨量助、占守烏に露宿。
。 25. 8.31 。 鰐減の石炭や食料が欠乏。特に食栂は 9!'16 日分までという状態になり帰航の
途につく。
。 25. 9. I 4シ 磐滅、択銀烏のスベトロ港に入起き。俄助、同地の調査を行う。
φ25. 9. 3 , 童書城、紗郊に入浴。儀助、岡地の銅資を行う。
。 26. 2.10 1893 惣娘、被室に入浴。俄助、結と別れる。（後、俄助はその時北海道を巡視中で
あった土方宮内大臣に同行するために釧路に赴き、上川・札幌を巡復して大便
と別れ、室蘭に出、ここから郷里弘前に向かう。弘前兼は 10 月 15 Bl 
少 26. 5.10 今 俄助、 J!Ol\京橋区の恋愛:i:i: より f千附探験j 一巻を発行し、明治天皇に奏上する。 郡司成fよl大尉、千島探検に出る
また千島探検の結果を内務大臣井上容に報告。
。 26. 5.11 ー〉 俄助、琉球諸島探検のため、弘前出発。 文部省、「君が代」を制定
。 26. 5.11 。 俄助、背森より乗車。 12 目、東京務。探検に必要な調査や準備に追われる。汽
船陸奥丸に乗船して神戸・鹿児島・大島の名瀬の各港を経て、 6 月 l 日、那覇
に入浴。
今 26. 6 , 岡地に 2 週間滞在し、 R目靭を中心に、首盟及びその付近を調査する。
タ 26. 6.17 ’, 俄助、名鋭ffi'所を出発し、名滋・羽i也・大宜味。街頭・久志の五II耳切、その村々
30 余を調査し、 24 日、名2聖書所lこ締翁。 25 目、部崩に戻る。
今 26. 6.26 ’, 俄助、 7 月 4 日まで那覇に滞在。無人島・琉球の歴史を網査。 i五l道新設の必要
性を説く。
φ26. 7. 5 今 俄助、汽紛大有丸に来船し、 6 目、宮古島の滋水港に入港。同地を調査。
。 26. 7. 8 ゐ 儀助、桜水港出港。八1li:山石垣島の石底泌に入港。 14 日まで、甘耳果、 r,!f芋、製
舗など、産物の調査をする。





元号 直腸 内 容 日本・世界の動向
争 26. 8. 1 1893 儀助、舟浮港出港。与D目園清に入浴。同地に 2 日間滞在し、調査。
φ26. 8. 3 " 器地健助言与；語B：等Bの3調遡5棄落官。を4すLるa選石垣議搭3に3入Z港；~iこ1のζみろti~泉~，巳叡t侍高れた知足腫のl1lt
明治 26. 8.24 " 俄助、石垣島を出港。 25 日、宮古島m水港に入港。
。 26. 8.27 , 儀助、宮古島出港。 28 目、那覇港に入港。
。 26. 9.12 " 儀助、闘頭~t邸を爵査し、 20 目、郊靭に帰着。
φ26. 9.28 骨 t儀S助に入、港朝。日 1丸0に月采16鉛日しま、で大岡島地群に島滞中在のし与、Z富産島業－・経i中済永良・政部治烏・教を経育て等を30関目査、す名る瀬。
φ26.10.17 。 俄助、汽船尾iJft丸に乗船し、名瀬港出港。鹿児島を経て、 20 目、神戸港に入港。
争 26.10.24 φ 儀久助しぶ、神り戸に歓を後出港。し、横浜入港。直ちに上凪し、陸鶏商、桜田大我らの知己と
φ26.11. 5 儀B弘助、前東帰京着。を出発し、 GB、背森E自j務。青森県庁や山林局に帰県の報告をし、 B
4砂
φ27. 5.31 1894 儀助、『南島探験』発刊。 朝鮮で東学党の乱起きる
φ27. 5 " 儀助、政府に「沖縄県下八重山鳥風土病ノ状況並駆除方法意見j を提出。 日本・中闘ともに出兵。 Bi膏股争となる
今 27. 6. 2 , 儀助、潟市の計らいで中村十作と初めて会い、 rrtJ島探験J 2 冊を贈呈する。 北里柴二郎、ベスト血消発見
ゅ 27. 8.23 ’, 儀七助等、 f前次島女採つ験る』をの発刊が赴機任縁。となり、奄美大島々胃に任命される（高等官｝。 伴って
φ28. 4.27 1895 俄調助査、の大準備島ををす出港る。して鹿児島に出、 5 月 2 日まで岡地に滞在し、 JI!辺十島巡回 下関で講和会議
。 28. 5. 3 4砂 儀しi助調査、。鹿児島を出港して、 4 日、川辺郡東南方村に至り、 10 日まで岡地に滞在 独. i事・仏、日本に対し＝箇干渉
φ28. 5.11 今 儀月助、枕崎を出港）、し黒て鳥竹島（5に月渡20り、 13 B まで同を地調に査滞。在し調査。以後硫黄島（5 日本妃陸殺軍ら朝鮮でクーデター。14 日～ 19日日～27 日） 関を i!f
φ28. 5.28 , 俊助、で黒岡鳥地をに出部港在しして関、査29。 日，口之永良部島に渡る。 31 日、ロ之島到着。 6 月 日本起、台滑に軍政を扱く。台清人民これ3 日ま に峰
φ28. 6. 4 , 儀蛇助白、 口之鳥島を出港瀬して中之石島島に渡宝島り、 17 B まそでれ岡ぞ地れにの滞島在をし鰐間査査．。 以後、 臥－平 ・諏餓烏・悪 - Eこ滞在、
。 28 " この年、儀助の f捻島状況録j 成る。
φ29. 3.25 1896 俊下助関、を台経湾て調、4査月Eの3た目め、大五島島の沖名を瀬通港過出し港、5。目鹿、i基a隆・に米到之着i~。t)I岡I·地松に僑務・博在多し、・門調司査。・ 混成第7旅閥、台湾征伐に出発
φ29. 4. 7 " 俊苑助里、街台等北を到経着て。19岡8地台に中滞到在着し。、鵡査。更に進んで桃仔闘・童話竹・中港・大甲・ 鶴三陵田地で親方に日大派様政権波打倒される
φ29. 4.26 " 儀に到助、着。土成儀仔助、を出発して彰化県（5庁月に5到日着）。以後台南を調査し、＂＇隆を経て台北大島に帰る。 l 
φ29. 5 俄助、『台湾視察論』稲本を拓殖務省大臣子爵高島納之助あて拠出。
今 29. 8 " 俄烏て刊助開拓行、す昨の忠る28。人年藤に井H冨l辺伝十の島略を伝巡を回書調き査、 し鹿た児際島に県、知諏事訪子露爵富島加に納お久い立ての談序合文をした附同し
φ2虫色30 ., ・ 俊助、大島で蒐集した資料72 点を帝国博物館に寄贈。
φ29 ,. この年す、俄助、正七位高等官六等に除せられ、西郷隆盛逃跡記念碑建設運動を
起・
φ31. 8.29 1898 俄助、大島々司静任。 務の戊成変法
。 32. 5 rn鈎 俄肢助の、た陸め縄締南園の北推郡挙のに威よ鏡っ進てに東渡亜る同。文会の頓託となり． 学堂｛日本語学校） 閲 渚．ロシアに遼Jli半島を租借
。 32. 8. 7 ,. 俄助、軍鎚降耶に乗紛し‘ 10 日間、威鏡道北関地方を巡回視察。 清で義和団事変勃発
。 32. 9 , 約亜 20 日間j、シベリア旅行。ハバロフスクに至るまでの沿岸を調査し、『西伯利
旅行況を曾く。
フランスが広州湾を租借
φ32.10. 9 ,. 俊助、 11 月 12 日まで、威銭道北限地方及ぴS事情事事 3 国境界線の状況を巡回視察。
今 32 , この年の暮れ、総樟に東亜同文会の学金関投。儀助、 :ill:長となる．
多 33. 5 1叡）（） 東実地亜調同文査会のはた学め金銭城を威に鏡赴道く。の首府鋭城に移転することに内定。 5 月下旬、儀助、 f青の義和回、華北一帯に拡大
。 33. 8.15 。 吉向州党うと城i掌人民との聞に紛争起こる。翌 16 目、儀助、学僕をつれて鏡織に 捕、日本を含む列強に宣臓布告
か。
φ33. 9 , 下旬、学堂を鋭減に移転。城i章には学堂分校を設置する。 日本、軍隊2万筑澗を派遣
多 33.10.15 。 健助、北緯各地からポシェット・思春を巡回し、暴徒の状況を被察。
φ34. 4.22 1卯l 東定亜同文会幹よ$り儀会にて、級す将るEの学（6金月を継続し、鏡城の学金を廃止することに決 北情事変の陣和なる。これに 助帰臨l る。 ) 
タ 35. 5. 6 1902 俊助、青森市の第 2代市長となる（初代市長工藤卓爾の推挙による） 弘前の歩兵第五巡隊、八甲図で遭難
。 35. 7.23 , 儀経助者がの主俄霊者祭と紋なって、八叩回山麓悶茂木野において歩兵第五巡隊第二大隊遭 シベリア鉄道完成慰 を行する。
φ35.10. l , 俄初助代校の提長楽唱務し。た青森商業補習学校（夜学校）開校式挙行。生徒数約 70 名。儀助、 小学校令改正。国定教科書制となる
φ36. 3 1903 機助、内務大臣あてに背森市の水道敷設許可方を出願する。 「万朝報j 変節し対A主暗証鎗
。 36.12.13 4砂 俊助、 i!f·森市長辞任の願書提出。 16 日、辞任。 幸徳秋水ら辞職
φ36. 7.23 " 俊助、弘前第五十九銀行監査役に就任。
少 41 l!朋 春．儀助、四女はまが泰聡中の大阪の池田病院の会計監督係となる。 西国寺公盟内閣総辞職
今 41.10. 2 ’, はま病死。 11 月 11 目、儀助‘ lままの遺骨を抱いて弘前に帰る。 ロンドン海軍軍縮会議
大正 4. 9.29 1915 儀助、脳溢血により死去。 日本、対肇 21 ヶ条要求
47 
